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※社協だよりは町民の皆さんからの会費により発行されています。
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◆戸別募金　172万3,619円
多くの皆さんのご協力、本当にありがとうございました。大切に活用いたします。また、募金活動にご尽力
くださった、自治会、隣組長の皆さんにも、心より感謝申し上げます。
◆法人事業所募金　54万3,800円
景気低迷が続いている状況にもかかわらず、商店・企業の皆さんに多大なるご支援を賜り、本当にありがと
うございました。また、募金ボランティアとして訪問してくださった皆さんにも、大変お世話になりました。
◆街頭・イベント・職域募金・その他　17万6,825円
昨年１２月にアピタ高森店様にて行われた街頭募金にご協力してくださった皆さん、職域募金でご協力くだ
さった皆さん、本当にありがとうございました。

平成28年度 赤い羽根共同募金結果報告 募金総額 244万4,244円
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　近年、全国各地で起こる災害で多くのボランティアが活躍しており、
地域の復旧復興において、ボランティアの力は欠かせないものとして
定着しています。県内外から駆け付けてくれたボランティアと被災地
の個々のニーズ（具体的な支援のお願い）とを結び付け、復旧復興活
動を円滑に進めるための拠点が災害ボランティアセンターであり、多
くの自治体で社協が主体となってその設置・運営を行っています。
　高森町社協でもその重責を担うべく、初めてとなる「災害ボランティ
アセンター立ち上げ訓練」を、１月２２日（日）の午後、やすらぎ荘大
ホールにて実施し、ボランティア役として民生児童委員、役場職員、
社協理事・評議員等、４６人の方が参加してくださいました。
　訓練は、「駿河湾沖を震源とする地震により、町内でも震度６弱を計測。建物被害多数」という想定のもと、ボ
ランティア役の参加者の皆さんをスタッフ役の社協職員が順に案内し、ニーズと結び付けるという一連の流れを行
いました。

　初めての訓練ということもあって、参加した皆さんはもとより、社協
職員も対応に戸惑う場面が多々ありましたが、まずは災害ボランティア
センターとはどういうものかを経験出来たこと、経験していただけたこ
とが何よりの収穫であったと思います。また、参加者の皆さんからも本
当に数多くの貴重なご意見をいただき、災害時対応に対する関心の強さ、
意識の高さが感じられました。
　寄せていただいたご意見を含め、今回の訓練で学んだことを運営マニュ
アルに反映させ、より効率的な運営を目指して、毎年訓練を重ねていき
たいと考えています。

災害ボランティアセンター立ち上げ訓練

赤い羽根共同募金は、各地区で開催されるふれあい広場の助成等の地域福祉活動や発電機の購
入等の災害対策機材の整備に使われています。
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高森町社会福祉協議会
電話34‐3717　FAX35-9589　Eメール  t-shapc1@takamori.ne.jp
ホームページ　http://www.takamori-shakyo.com/

高森社協 検索

お得な情報満載！

寄附・寄贈　平成28年3月1日〜平成29年2月16日
ユニー㈱　小さな善意で大きな愛の輪運動　様  １７,１７９円
高森北小学校　平成２７年度卒業生一同　様  …７,５４４円
高森町老人クラブ連合会　様  ………………２２８,６６５円
高森町カラオケクラブ　音和の会～絆～　様  …２０,０００円
高森町カラオケ愛好会　様  ……………………６０,０００円
※ご意向により、３０,０００円は熊本大地震義援金に充当

手づくり公園の会　様  ……………………………９，３２５円
山吹南部老人クラブ連合会　様  …………………タオル・雑巾
天恵製菓㈱　様  ………………………………………お菓子８箱

古林　敬　様  …………………商品券３,０００円
本島　肇　様  ……………………１００,０００円
木村　貞好　様  ……………………１０,０００円
匿名　様  ……………………………２０,１２４円
匿名　様 ………………リクライニング車椅子　等
今村　保一　様 …………………防災用留め具　等

　あたたかい善意を
　　　　　ありがとうございました。
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災害ボランティアセンターの流れ
ボランティア

ボランティア活動

被災者

【オリエンテーション班】
○ボランティアに向けて、
　活動への心構えや注意点
　の説明を行う。

「家の片付けを手伝って欲しい」
「年寄の世話をお願いしたい」等、
支援して欲しいこと（ニーズ）
を災害ボランティアセンターに
相談する。

【受付班】
○ボランティアの登録・
　受付を行う。
○保険加入手続きを行う。

【ニーズ班】
○電話等でニーズの受付を行う。
○必要に応じて現地調査を行う。

【マッチング班】
○ニーズごとにボランティア
　希望者を募り、派遣調整
　を行う。

【送り出し班】
○活動に必要な資機材を
　貸し出す。
○現地までの送迎を行う。

災害
ボランティア
　　センター




